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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非接触で外部との情報の受け渡しが可能なＩＣチップを搭載したディスクメディアであ
って、
　前記ディスクメディアは、樹脂基板上に、金属膜領域と、前記金属膜領域を分離するよ
うに形成された第１の非成膜領域とを有し、
　前記第１の非成膜領域は、中心孔からほぼ等距離の近傍に配置される略環状のスロット
であり、
　前記略環状のスロットにより分離された金属膜領域のうち、径方向外方側の一方の金属
膜領域は、第１アンテナ部を構成するとともに、情報記録領域とし、
　径方向内方側の他方の金属膜領域は、第２アンテナ部を構成するとともに、情報非記録
領域とし、
　前記第２アンテナ部は、前記中心孔側と前記略環状のスロット側とを径方向に分離する
溝形状の、金属膜層が成膜されていない切り欠き部を有し、
　前記ＩＣチップは、そのアンテナである前記第１アンテナ部および前記第２アンテナ部
へ給電する、一対をなす給電用の端子を有し、
　前記一対をなす給電用の端子は、前記略環状のスロットの幅方向で対向するように前記
第１アンテナ部および第２アンテナ部の金属膜領域それぞれの金属膜層と接続されること
で前記ＩＣチップが当該ディスクメディアに搭載されており、
　前記ＩＣチップが搭載された位置と前記切り欠き部との周方向相対位置は、前記ＩＣチ
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ップと前記第１および第２アンテナ部とのインピーダンスマッチングが取れた位置である
ことを特徴とするディスクメディア。
【請求項２】
　前記略環状のスロットの周長をλ’で表すと、発信または受信に用いる電波は、前記樹
脂基板上での誘電率を考慮した電気的波長が略前記λ’のＵＨＦ帯からマイクロ波帯であ
ることを特徴とする請求項１に記載のディスクメディア。
【請求項３】
　前記略環状のスロットの幅は、前記ＩＣチップのアンテナへの前記一対をなす給電用の
端子を接続する給電部付近を除き、前記ＩＣチップのアンテナへの前記一対をなす給電用
の端子間の距離よりも広いことを特徴とする請求項１または２に記載のディスクメディア
。
【請求項４】
　前記略環状のスロットは、前記ディスクメディアをディスクドライブ装置にクランプす
るクランピング領域より径方向外方側に配置されることを特徴とする請求項１から請求項
３のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項５】
　前記略環状のスロットは、円環状であることを特徴とする請求項１から請求項４のいず
れか１項に記載のディスクメディア。
【請求項６】
　前記略環状のスロットは、多角形であることを特徴とする請求項１から請求項４のいず
れか１項に記載のディスクメディア。
【請求項７】
　前記ＩＣチップは、前記金属膜層の表面に搭載されていることを特徴とする請求項１か
ら請求項６のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項８】
　前記ＩＣチップは、前記金属膜層の下地基板である前記樹脂基板に凹部を設け、該凹部
の底面に形成された前記金属膜層の表面に搭載されていることを特徴とする請求項１から
請求項７のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項９】
　前記金属膜層は前記樹脂基板の上方から異方性デポジションによって成膜されることを
特徴とする請求項１から請求項８のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項１０】
　前記一対をなす給電用の端子は、異方性導電膜を介して前記第１アンテナ部および第２
アンテナ部の金属膜領域それぞれの金属膜層に接続されていることを特徴とする請求項１
から請求項９のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項１１】
　前記第１の非成膜領域とは異なる第２の非成膜領域を、前記第２アンテナ部の前記中心
孔側に隣接させて配置したことを特徴とする請求項１から請求項１０のいずれか１項に記
載のディスクメディア。
【請求項１２】
　非接触で外部との情報の受け渡しが可能なＩＣチップを搭載したディスクメディアであ
って、
　前記ディスクメディアは、樹脂基板上に、金属膜領域と、前記金属膜領域を分離するよ
うに形成された第１の非成膜領域とを有し、
　前記第１の非成膜領域は、中心孔からほぼ等距離の近傍に配置される略環状のスロット
であり、
　前記略環状のスロットにより分離された金属膜領域のうち、径方向外方側の一方の金属
膜領域は、第１アンテナ部を構成するとともに、情報記録領域とし、
　径方向内方側の他方の金属膜領域は、第２アンテナ部を構成するとともに、情報非記録
領域とし、
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　前記第２アンテナ部は、前記中心孔側と前記略環状のスロット側とを径方向に分離する
溝形状の、金属膜層が成膜されていない切り欠き部を有し、
　前記ＩＣチップを含んだ小型インレットの小型アンテナは、その両端部において前記略
環状のスロットの幅方向で対向するように前記第１アンテナ部および第２アンテナ部の金
属膜領域それぞれの金属膜層と電気的に接続、または静電容量結合によって接続されるこ
とで前記ＩＣチップが当該ディスクメディアに搭載されており、
　前記ＩＣチップが搭載された位置と前記切り欠き部との周方向相対位置は、前記ＩＣチ
ップと前記第１および第２アンテナ部とのインピーダンスマッチングが取れた位置である
ことを特徴とするディスクメディア。
【請求項１３】
　前記略環状のスロットは、円環状であることを特徴とする請求項１２に記載のディスク
メディア。
【請求項１４】
　前記略環状のスロットは、多角形であることを特徴とする請求項１２に記載のディスク
メディア。
【請求項１５】
　前記略環状のスロットの周長をλ’で表すと、発信または受信に用いる電波は、前記樹
脂基板上での誘電率を考慮した電気的波長が略前記λ’のＵＨＦ帯からマイクロ波帯であ
り、前記小型インレットの小型アンテナの長さは前記発信または受信に用いる電波の電気
的波長の１／２よりも短くすることを特徴とする請求項１２から請求項１４のいずれか１
項に記載のディスクメディア。
【請求項１６】
　前記略環状のスロットが、前記ディスクメディアをディスクドライブ装置にクランプす
るクランピング領域より径方向外方側に設けられ、
　前記小型インレットは、前記第１の非成膜領域の表面に搭載されているか、前記第１の
非成膜領域の下地基板である前記樹脂基板の凹部に埋設されて搭載されているかのいずれ
かであることを特徴とする請求項１２から請求項１５のいずれか１項に記載のディスクメ
ディア。
【請求項１７】
　前記小型インレットの前記小型アンテナの両端部が前記分離された前記第１アンテナ部
および第２アンテナ部の金属膜領域のそれぞれの金属膜層に電気的に接続されるときは、
前記小型インレットの前記小型アンテナの両端部と前記金属膜層との間に異方性導電膜を
介在させて接続されることを特徴とする請求項１２から請求項１６のいずれか１項に記載
のディスクメディア。
【請求項１８】
　前記第１の非成膜領域とは異なる第２の非成膜領域を、前記第２アンテナ部の前記中心
孔側に隣接させて配置したことを特徴とする請求項１２または請求項１７に記載のディス
クメディア。
【請求項１９】
　前記ディスクメディアはＣＤまたはＤＶＤであることを特徴とする請求項１から請求項
１８のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項２０】
　非接触で外部との情報の受け渡しが可能なＩＣチップを搭載したディスクメディアであ
って、
　前記ディスクメディアは、樹脂基板上に、金属膜領域と、前記金属膜領域を分離するよ
うに形成された第１の非成膜領域とを有し、
　前記第１の非成膜領域は、中心孔からほぼ等距離の近傍に配置される略環状のスロット
であり、
　前記略環状のスロットにより分離された金属膜領域のうち、径方向外方側の一方の金属
膜領域は、第１アンテナ部を構成するとともに、情報記録領域とし、
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　径方向内方側の他方の金属膜領域は、第２アンテナ部を構成するとともに、情報非記録
領域とし、
　前記第２アンテナ部は、前記中心孔側と前記略環状のスロット側とを径方向に分離する
溝形状の、金属膜層が成膜されていない切り欠き部を有し、
　前記ＩＣチップは、その一方の面に実装アンテナを有し、前記略環状のスロット内に搭
載されており、
　前記ＩＣチップが搭載された位置と前記切り欠き部との周方向相対位置は、前記ＩＣチ
ップと前記第１および第２アンテナ部とのインピーダンスマッチングが取れた位置である
ことを特徴とするディスクメディア。
【請求項２１】
　非接触で外部との情報の受け渡しが可能なＩＣチップを搭載したディスクメディアであ
って、
　前記ディスクメディアは、樹脂基板上に、金属膜領域と、前記金属膜領域より径方向内
方側に形成された非成膜領域とを有し、
　前記金属膜領域は第１アンテナ部を構成するとともに、情報記録領域とし、
　前記ＩＣチップおよび小型アンテナを有する小型インレットと、前記非成膜領域に位置
を対応させて略環状の金属薄膜で形成された第２アンテナ部と、を固定されたシールを、
別体として用意し、
　前記第２アンテナ部は、その前記略環状の金属薄膜を径方向に分離する切り欠き部を有
し、
　前記シールを前記ディスクメディアに貼り付けたとき、前記第２アンテナ部と前記ディ
スクメディアの前記第１アンテナ部の金属膜領域の間には、径方向に非成膜領域である略
環状のスロットが形成され、前記小型インレットの小型アンテナの両端部が、前記略環状
のスロットの幅方向で対向するように前記第２アンテナ部の金属薄膜および前記第１アン
テナ部の金属膜領域の金属膜層と静電容量結合によって接続されることで前記ＩＣチップ
が当該ディスクメディアに搭載されており、
　前記ＩＣチップが搭載された位置と前記切り欠き部との周方向相対位置は、前記ＩＣチ
ップと前記第１および第２アンテナ部とのインピーダンスマッチングが取れた位置である
ことを特徴とするディスクメディア。
【請求項２２】
　ＩＣチップを搭載したディスクメディアの製造方法であって、
　前記ディスクメディアの樹脂基板上に金属膜層を有する金属膜領域を形成する際に、
　中心孔からほぼ等距離の金属膜層が成膜されていない第１の非成膜領域である略環状の
スロットにより、前記金属膜領域を、径方向外方側の一方の金属膜領域と径方向内方側の
他方の金属膜領域とに分離するとともに、
　前記他方の金属膜領域において前記中心孔側と前記略環状のスロット側とを径方向に分
離する溝形状の、金属膜層が成膜されていない切り欠き部を形成する工程と、
　前記ＩＣチップのアンテナへの給電用の一対をなす端子を前記略環状のスロットの幅方
向で対向するように前記一方の金属膜層の表面および前記他方の金属膜層の表面と接続す
ることで前記ＩＣチップが当該ディスクメディアに搭載され、前記ＩＣチップが搭載され
た位置と前記切り欠き部との周方向相対位置は、前記一方および他方の金属膜領域をそれ
ぞれ前記ＩＣチップの第１および第２のアンテナ部としたときの前記ＩＣチップとのイン
ピーダンスマッチングが取れた位置とする工程と、
を含むことを特徴とするディスクメディアの製造方法。
【請求項２３】
　ＩＣチップとアンテナとのインピーダンスマッチング用のスリットを有する小型アンテ
ナとを含んでなる小型インレットを搭載したディスクメディアの製造方法であって、
　前記ディスクメディアの樹脂基板上に金属膜層を有する金属膜領域を形成する際に、
　中心孔からほぼ等距離の金属膜層が成膜されていない第１の非成膜領域である略環状の
スロットにより、前記金属膜領域を、径方向外方側の一方の金属膜領域と径方向内方側の
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他方の金属膜領域とに分離するとともに、
　前記他方の金属膜領域において前記中心孔側と前記スロット側とを径方向に分離する溝
形状の、金属膜層が成膜されていない切り欠き部を形成する工程と、
　前記小型アンテナの両端部を、前記略環状のスロットの幅方向で対向するように前記一
方および他方の金属膜領域それぞれの金属膜層と電気的に接続、または静電容量結合によ
って接続することで前記ＩＣチップが当該ディスクメディアに搭載されるとともに、前記
ＩＣチップが搭載された位置と前記切り欠き部との周方向相対位置は、前記一方および他
方の金属膜領域をそれぞれ前記ＩＣチップの第１および第２のアンテナ部としたときの前
記ＩＣチップとのインピーダンスマッチングが取れた位置とする工程と、
を含むことを特徴とするディスクメディアの製造方法。
【請求項２４】
　ＩＣチップおよび小型アンテナを有する小型インレットを搭載したディスクメディアの
製造方法であって、
　情報記録領域に金属膜層が形成された前記ディスクメディアの前記情報記録領域の内周
半径に対して所定量小さい半径の略環状で、径方向に切り欠き部を有した金属薄膜と、前
記金属薄膜の外周縁にその一方の前記小型アンテナの端部を重ねた前記小型インレットと
、を備えるシールを前記ディスクに貼り付ける工程を含み、
　前記略環状の金属薄膜の外周縁に前記小型アンテナの一方の端部を重ねた位置と前記切
り欠き部との周方向相対位置は、
　前記シールを前記ディスクに貼り付ける工程により、前記情報記録領域の内周縁と前記
略環状の金属薄膜の外周縁とを前記所定量の間隙を保持するとともに、前記小型アンテナ
の他方の端部が前記情報記録領域の内周縁の径方向外側と重なり、
　かつ、前記情報記録領域の金属膜層および前記略環状の金属薄膜を、それぞれを前記Ｉ
Ｃチップの第１および第２アンテナ部としたときの前記ＩＣチップとのインピーダンスマ
ッチングが取れた位置になることを特徴とするディスクメディアの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＩＣチップが実装されたインレットとアンテナとを有するシール、インレッ
トやアンテナを搭載したＣＤやＤＶＤなどのディスクメディア、ＩＣチップとアンテナを
搭載したＣＤやＤＶＤなどのディスクメディア、および前記ディスクメディア、シールの
製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、音楽や映像などの大容量データを記録可能な光ディスク媒体として、ＣＤ（Comp
act Disk）やＤＶＤ（Digital Versatile Disk）の普及が著しい。また最近では、さらに
高画質でかつ長時間の映像の記録などを目的として、青色半導体レーザを光源とする光デ
ィスクの開発が進められており、その一種としてすでに次世代のＤＶＤなどが商品化され
ている。以下では、これらの光ディスクを総称してディスクメディアと称する。
【０００３】
　このように、高品質のデジタルコンテンツを可搬型の記録媒体に容易に保存できるよう
になるのに伴い、デジタルコンテンツの著作権保護の重要性が高まっている。一方、近年
、非接触で外部との情報の受け渡しが可能なＩＣチップであるＲＦＩＤ(Radio Frequency
 Identification)タグが、入館証や交通乗車券、電子マネーなどに利用されるようになっ
ている。ＲＦＩＤタグは、内蔵電池を持たず、リーダ／ライタ（Ｒ／Ｗ）からの電波ある
いは磁界をアンテナで受信して起電力に変換するため、軽量で携帯性に優れ、半永久的に
使用可能であるという利点を持つ。これに加えて、複製が非常に困難であるという性質も
ある。
【０００４】
　このような背景から、ディスクメディアにＲＦＩＤタグを搭載して、著作権保護対策を
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強化することが考えられている。例えば、読み取り専用の状態でディスクＩＤを記録した
ＲＦＩＤタグをディスクメディアに搭載させることで、同じディスクＩＤを持つディスク
メディアが複製される危険性を、低下させることができる。
【０００５】
　ところで、ＲＦＩＤタグをディスクメディアに搭載させる場合、無線通信や電力供給の
ためのアンテナをディスクメディア上に形成する必要がある。ＲＦＩＤタグの無線通信に
は複数の周波数帯が考えられており、その周波数帯によりアンテナの長さや形状が異なる
。一般に、長波帯（１２５～１３５ｋＨｚ）および短波帯（１３．５６ＭＨｚ）ではコイ
ル状のアンテナが使用され、ＵＨＦ（UltraHigh Frequency）帯（９００ＭＨｚ近辺）か
らマイクロ波帯（２．４５ＧＨｚ）では、半波長に相当する長さの直線型アンテナ（ダイ
ポールアンテナ）または平面型アンテナ（マイクロストリップアンテナ）などが用いられ
ている。
【０００６】
　特許文献１には、ＲＦＩＤタグが搭載されたディスクメディアにおいて、ディスクメデ
ィアの半径方向に対する一定範囲内に成膜された金属膜層のうち、情報記録領域を除く領
域に、通信波長λの半分の長さで周設されたスロット孔が設けられ、スロット孔の中央部
において当該スロット孔を挟んで金属膜層とＲＦＩＤタグのＩＣチップのアンテナへの給
電用の端子とが結線されたディスクメディアが記載されている。このようなディスクメデ
ィアでは、金属膜層に設けられたスロット孔がスロットアンテナとして機能するので、金
属膜層がＩＣチップの無線通信の障害となることがなくなる。
【特許文献１】特開２００６－９２６３０号公報（段落番号００２３～００３３、および
図１、図２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１に記載されている技術により、ディスクメディアの情報を読取ることは可能
となった。しかし、ここで開示されている技術では、実際の流通過程で直面する、複数の
ディスクメディアの情報をまとめて読取る技術に関しては考慮されていない。よって、特
許文献１の技術では、ディスクメディアを多数枚格納できるストッカに重ねて格納した場
合、重ねた複数枚のディスクメディア間で、スロット孔を揃えないと、ストッカの上面ま
たは下面にＲ／Ｗをかざしても、Ｒ／Ｗのアンテナから放射された電波が全てのディスク
メディアに到達しない。よって、一括して読み取り、書き込みができない。このように、
複数枚のディスク管理については考慮されていなかった。
【０００８】
　本発明は、以上のような課題に鑑みてなされたものであり、重ねてストッカに格納した
状態でも非接触（例えば電波により）で外部との情報の受け渡しが可能なＩＣチップを搭
載したディスクメディアを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明のディスクメディアは、前記の目的を達成するために創案されたものである。そ
のために本発明のディスクメディアは、非接触で外部との情報の受け渡しが可能なＩＣチ
ップを搭載したディスクメディアであって、前記ディスクメディアは、樹脂基板上に、金
属膜領域と、前記金属膜領域を分離するように形成された第１の非成膜領域とを有し、前
記第１の非成膜領域は、中心孔からほぼ等距離の近傍に配置される略環状のスロットであ
り、前記略環状のスロットにより分離された金属膜領域のうち、径方向外方側の一方の金
属膜領域は、第１アンテナ部を構成するとともに、情報記録領域とし、径方向内方側の他
方の金属膜領域は、第２アンテナ部を構成するとともに、情報非記録領域とし、前記第２
アンテナ部は、前記中心孔側と前記略環状のスロット側とを径方向に分離する溝形状の、
金属膜層が成膜されていない切り欠き部を有し、前記ＩＣチップは、そのアンテナである
前記第１アンテナ部および前記第２アンテナ部へ給電する、一対をなす給電用の端子を有
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し、前記一対をなす給電用の端子は、前記略環状のスロットの幅方向で対向するように前
記第１アンテナ部および第２アンテナ部の金属膜領域それぞれの金属膜層と接続されるこ
とで前記ＩＣチップが当該ディスクメディアに搭載されており、前記ＩＣチップが搭載さ
れた位置と前記切り欠き部との周方向相対位置は、前記ＩＣチップと前記第１および第２
アンテナ部とのインピーダンスマッチングが取れた位置であることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明のディスクメディアは、非接触で外部との情報の受け渡しが可能なＩＣチ
ップを搭載したディスクメディアであって、前記ディスクメディアは、樹脂基板上に、金
属膜領域と、前記金属膜領域を分離するように形成された第１の非成膜領域とを有し、前
記第１の非成膜領域は、中心孔からほぼ等距離の近傍に配置される略環状のスロットであ
り、前記略環状のスロットにより分離された金属膜領域のうち、径方向外方側の一方の金
属膜領域は、第１アンテナ部を構成するとともに、情報記録領域とし、径方向内方側の他
方の金属膜領域は、第２アンテナ部を構成するとともに、情報非記録領域とし、前記第２
アンテナ部は、前記中心孔側と前記略環状のスロット側とを径方向に分離する溝形状の、
金属膜層が成膜されていない切り欠き部を有し、前記ＩＣチップを含んだ小型インレット
の小型アンテナは、その両端部において前記略環状のスロットの幅方向で対向するように
前記第１アンテナ部および第２アンテナ部の金属膜領域それぞれの金属膜層と電気的に接
続、または静電容量結合によって接続されることで前記ＩＣチップが当該ディスクメディ
アに搭載されており、前記ＩＣチップが搭載された位置と前記切り欠き部との周方向相対
位置は、前記ＩＣチップと前記第１および第２アンテナ部とのインピーダンスマッチング
が取れた位置であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、重ねて格納した状態でも非接触で外部との情報の受け渡しが可能なＩ
Ｃチップを搭載したディスクメディアを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を参照しながら、本発明を実施するための最良の形態（以下「実施形態」と
いう）に係るＩＣチップ搭載型のディスクメディアについて好適な例をあげて説明するが
、理解を容易にするために、まず、本実施形態におけるディスクメディアの基本構造につ
いて説明する。
　なお、ディスクメディアとはＣＤ、ＤＶＤなどである。
【００１３】
《ディスクメディアの基本的構造》
　図１の（ａ）に示すディスクメディア１Ａは、ＣＤやＤＶＤなどの一般的な光ディスク
メディアに共通である以下のような基本的構造を有している。すなわち、このディスクメ
ディア１Ａには、中心部に中心孔２が設けられており、ディスクメディア１Ａは、プレー
ヤに挿入されたときにはこの中心孔２を中心に回転され、情報記録面にレーザ光が照射さ
れて、その反射光の光量に応じて信号が読み取られる。また、この中心孔２から所定距離
分だけ外側の領域Ｒ１には、樹脂基板７上にＡｇ、Ａｌなどの導電性材料からなる数十ナ
ノメートル（ｎｍ）程度の厚さの金属膜層（金属膜領域）１４（図１の（ｃ）参照）が成
膜されている。そして、金属膜層１４が成膜された領域Ｒ１のうち、内縁部側の領域Ｒ２
および外縁部側の領域Ｒ３を除く内側が、情報記録領域Ｒ４とされている。ここでは、外
縁部側の領域Ｒ３は、金属膜層１４が成膜されていない場合の例で図示してある。内縁部
側の領域Ｒ２は、以下、情報非記録領域Ｒ２と称する。図１の（ａ）では、二点鎖線の円
で情報非記録領域Ｒ２と情報記録領域Ｒ４の境界を示す。図１の（ｃ）に示すように、金
属膜層１４の表面は、保護層８でコーティングされたものとなっている。
【００１４】
　金属膜層１４の上に形成する保護層８には、接着剤としても使用される、例えば、紫外
線硬化樹脂などが用いられ、スピンコート法などによって塗付される。例えば、半径１５
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～６０ｍｍの範囲に紫外線硬化樹脂を塗布すれば、膜厚３０ｎｍの保護層を形成すること
ができる。
　ディスクメディア１ＡがＣＤであるときは、樹脂基板７、金属膜層１４、保護層８を含
めた厚さは約１．２ｍｍ程度である。
【００１５】
　なお、現在一般的に使用されているＣＤ、ＤＶＤは、その直径が１２ｃｍとなっている
。そして、金属膜層１４（図１の（ｃ）参照）が成膜された領域Ｒ１は、中心を基準とし
て直径２５ｍｍ～１１９ｍｍとされ、そのうち、情報記録領域Ｒ４は直径４４ｍｍ～１１
７ｍｍとされている。ただし、中心孔２の周りでは、クランピング領域が通常、中心から
直径３６ｍｍまでとされている。また、小型の光ディスクメディアもあり、その直径は最
小で６ｃｍ程度となっている。
【００１６】
　なお、中心孔２の径方向外方側のクランピング領域も含む領域に金属膜層１４が形成さ
れている場合もあるので、ここでは、クランピング領域、金属膜層１４が成膜された領域
Ｒ１の境界と関係無く、中心方向から径方向外方側に向かって、金属膜層１４が成膜され
ていない非成膜部１６で構成された領域を中心非成膜領域Ｒ５と称し、金属膜層１４が成
膜され、データが記録されていない径方向領域を情報非記録領域Ｒ２と称し、金属膜層１
４が成膜され、情報が記録されているかまたは情報を記録可能な径方向領域を情報記録領
域Ｒ４と称することにする。一般に称される前記クランピング領域は、金属膜層が成膜さ
れていない中心非成膜領域Ｒ５よりなる場合もあるし、金属膜層が成膜された領域Ｒ１ま
でも含む場合もある。
【００１７】
　なお、金属膜層１４の材料は、Ａｌ、Ａｇ、Ａｕ、Ｎｉ、Ｃｒ、Ｃｕ、Ａｌ－Ｃｕ、Ａ
ｌ－Ｐｄ－Ｃｕ、Ａｇ－Ｐｄ－Ｔｉなどであるが、特に、Ａｌ、Ａｇ、Ａｕ系の合金材料
を用いることが望ましい。また、金属膜層１４の厚さを５０ｎｍ以上とすることによって
電波の反射率を高くすることができる。例えば、異方性が高いスパッタリングによって金
属膜層１４を形成すれば、１４０ｎｍ程度の厚さの膜厚を形成することができる。それ以
外に真空蒸着法、インクジェット方式による印刷などの方法によっても金属膜層１４を形
成することもできる。
【００１８】
《第１の実施形態》
　まず、図１を参照しながら第１の実施形態のディスクメディアについて説明する。図１
の（ａ）は、本実施形態のディスクメディアであるＣＤの概略的な構成を示す上面図であ
り、（ｂ）は（ａ）におけるＡ１部の拡大上面図であり、（ｃ）は（ａ）におけるＹ１－
Ｙ１拡大断面図である。
【００１９】
　本実施形態では、前記のような基本的構造に対して、中心孔２の近傍周縁領域には、金
属膜層１４が成膜されていない、つまり、非成膜部１６により構成された径方向幅、約０
．５ｍｍの中心非成膜領域（非成膜領域）Ｒ５が設けられ、その外側の金属膜層１４が成
膜された情報非記録領域Ｒ２に、直径、約３０ｍｍの金属膜層１４が成膜されていない非
成膜部１６（図１の（ｃ）参照）により構成された環状スロット（非成膜領域）６Ａが設
けられている。環状スロット６Ａの幅Ｌ１は、後記する信号入出力電極（アンテナへの給
電用の端子）５ａ、５ｂの間隔に対応した幅である。環状スロット６Ａにより、金属膜層
１４が成膜された領域Ｒ１が、環状スロット６Ａの外側領域である第１アンテナ部（金属
膜領域）１３と、環状スロット６Ａの内側領域である第２アンテナ部（金属膜領域）１５
Ａとに、電気的に分離される。さらに、前記第２アンテナ部１５Ａには、金属膜層１４が
成膜されていない非成膜部１６で構成された切り欠き部１５ａが径方向に、中心非成膜領
域Ｒ５と環状スロット６Ａとが非成膜部１６でつながるように設けられている。つまり、
第２アンテナ部１５Ａは、金属膜層１４でＣの字型に成膜された平面形状をした領域で構
成されている。



(9) JP 4787705 B2 2011.10.5

10

20

30

40

50

【００２０】
　金属膜層１４をスパッタリングにより成膜する段階で、マスキングすることによりディ
スクメディア１Ａの情報非記録領域Ｒ２の情報記録領域Ｒ４との境界付近の金属膜層１４
に、図１の（ａ）に示すように、環状スロット６Ａ、切り欠き部１５ａ、中心非成膜領域
Ｒ５を形成する。その環状スロット６Ａを内外に跨ぐようにして、破線で示した５ａ、５
ｂの位置に、ＩＣチップ５のアンテナへの給電用の端子である信号入出力電極５ａ、５ｂ
が対応するように、つまり図１の（ｃ）に示すようＩＣチップ５を搭載する。
【００２１】
　信号入出力電極５ａ、５ｂは、例えば、Ａｕ製のパッドで構成されており、例えば、超
音波接合、金属共晶などにより金属膜層１４と信号入出力電極５ａ、５ｂとを接合する。
信号入出力電極５ａ、５ｂは、金属膜層１４と異方性導電膜を介して接続しても良い。そ
して、金属膜層１４の表面にＩＣチップ５を搭載した後に、保護層８で金属膜層１４の表
面をコーティングする。
【００２２】
　このような構成により、金属膜層１４が成膜された領域Ｒ１に含まれる環状スロット６
Ａは、受信した電界を定在波として共振させて増幅する、ループアンテナに対応するスロ
ットアンテナとして機能する。そしてＩＣチップ５は、このスロットアンテナにより外部
のＲ／Ｗとの間で無線通信を行なうことが可能となる。
【００２３】
　なお、環状スロット６Ａを形成してＩＣチップ５を搭載した部分の径方向領域は、情報
の記録に使えないので、この部分の径方向領域は情報非記録領域Ｒ２に含まれることが望
ましい。さらに好適なのは、当該ディスクメディア１Ａの規格における情報非記録領域Ｒ
２で、かつ、非クランピング領域であることである。
【００２４】
　なお、環状スロット６Ａの周長は、通常のループアンテナと同様に、通信波長の１波長
分となるときに通信が最も良くなる。例えば、本実施形態では２．４５ＧＨｚの通信波長
に対して適した環状スロット６Ａの周長になっている。
【００２５】
　発明者らの計測によると、ＩＣチップ５の信号入出力電極５ａ、５ｂを、環状スロット
６Ａの径方向内外方の両側に位置する金属膜層１４の領域にそれぞれ電気的接続するとき
に、接続位置の切り欠き部１５ａとの周方向相対位置、つまり、切り欠き部１５ａに対す
るＩＣチップ５の搭載位置の周方向角度によって、アンテナのインピーダンスが変化する
ことが分かったので、このことを利用してＩＣチップ５とアンテナのインピーダンスマッ
チングを取ることができる。また、環状スロット６Ａの周長が１波長よりも短い場合でも
、ＩＣチップ５の環状スロット６Ａに対する搭載位置を最適化すること、即ちＩＣチップ
５とアンテナのインピーダンスマッチングを取ることにより、ＩＣチップを効率よく動作
させることができ、良好な通信を行うことができる。
　前記周方向相対位置によるインピーダンス変化を具体的に説明すると、切り欠き部１５
ａを設けてある周方向位置の１８０°反対側の周方向位置を基準の０°とし、左周り、右
回りに－１８０°、＋１８０°とすると、インピーダンスは０°と±約９０°に極大値を
有し、±４５°と±１８０°より少し手前側（０°寄り）に極小値を有する連続変化曲線
である。
【００２６】
（第１の実施形態の効果）
　本実施形態によれば、ディスクメディア１Ａは、金属膜層１４に環状スロット６Ａを設
けて金属膜層１４が成膜された領域Ｒ１をＩＣチップ５のアンテナとして使用でき、感度
の良いアンテナを形成できる。そして、切り欠き部１５ａとＩＣチップ５との周方向相対
位置でアンテナとＩＣチップ５とのインピーダンスマッチングを行なっているので、ＩＣ
チップ５側に特別なインピーダンスマッチング回路を作る必要がない。この結果、ＩＣチ
ップ５を用いたＲＦＩＤタグ全体として、小面積のものとすることができる。また、金属
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膜層１４をアンテナとして利用し、新たな部材を追加していないので、従来のＩＣチップ
搭載型のディスクメディアに対してコストアップする要因はない。
　また、広範囲にわたる金属膜層１４が成膜された領域Ｒ１がアンテナとなるのでＲ／Ｗ
に対して広い読み取り／書き込みエリアを提供できる。特に、情報非記録領域Ｒ２の情報
記録領域Ｒ４との境界近傍、クランピング領域よりも径方向外方側に環状スロット６Ａを
設けているので、ディスクメディアの読取装置の内部で再生あるいは記録中に通信を行な
うことも可能である。
【００２７】
　また、上記のような、デジタルコンテンツの著作権管理等の利用だけでなく、銀行の顧
客情報や、取引情報等の、高付加価値の情報の改ざんや不正コピーを防止することにも利
用することができる。
【００２８】
　本実施形態における環状スロット６Ａまたは切り欠き部１５ａの形成は、金属膜層１４
を成膜するときに前記のようなマスキングすることによって実現することもできるし、樹
脂基板７に金属膜層１４を成膜した後に環状スロット６Ａ、切り欠き部１５ａとなる部分
の金属膜層１４をレーザ加工などにより除去することによって実現することもできる。
【００２９】
　また、本実施形態では、第１アンテナ部１３にディスクメディアの情報記録領域が含ま
れるものとしたが、第２アンテナ部１５Ａにディスクメディアの情報記録領域が含まれる
ように構成しても良い。そのような構成により、スロット周長が変わり、異なった周波数
に対応することが可能となる。
【００３０】
《第１の実施形態の第１の変形例》
　次に、図２を参照しながら第１の実施形態の第１の変形例について説明する。図２は、
本実施形態の第１の変形例のディスクメディア１ＢであるＣＤの概略的な構成図であり、
（ａ）は上面図、（ｂ）は（ａ）のＡ２部拡大図である。
　第１の実施形態と異なるところは、図２の（ｂ）に示すように環状スロット（非成膜領
域）６Ｂの外径が３０ｍｍ、幅Ｌ２が略４ｍｍと、環状スロット６Ｂの幅Ｌ２を第１の実
施形態における環状スロット６Ａの幅Ｌ１より広くし、ＩＣチップ５を搭載する部分に狭
隘部６ａを設けて、信号入出力電極５ａ、５ｂが環状スロット６Ｂを内外に跨ぐことがで
きるようにしてある点である。第１の実施形態と同じ構成については同じ符号を付し、重
複する説明を省略する。
　このように、環状スロット６Ｂの幅Ｌ２を広くすることにより、通信可能距離の向上す
ることが発明者によって確認されている。図３の（ｂ）に示すようにディスク１枚におい
て、環状スロット６Ｂの幅Ｌ２に対する通信可能距離の変化を測定した結果によると、通
信可能距離はスロット幅Ｌ２が４ｍｍのときに一番良いということがわかった。
　また、通信可能距離が長くなる効果に加えて、スロット幅Ｌ２は電波の通過し易さにも
影響を及ぼす。その結果、複数枚重ねた場合、電波の通りやすさの寄与が、幅が広過ぎる
ことによるデメリットより大きくなるので、ディスクを重ねた状態での通信可能距離は、
図３の（ｂ）に示した４ｍｍ付近にある通信可能距離の極大値に対応するスロット幅Ｌ２
がより大きい値へシフトする。その結果、重ねる枚数が多い場合は、スロット幅Ｌ２を５
ｍｍとすると良い。
　また、図３の（ｃ）に示すように、切り欠き部１５ａの幅Ｗ１は、３ｍｍのときに一番
通信可能距離が長くなるという結果が出た。
【００３１】
《第１の実施形態の第２の変形例》
　次に、図４を参照しながら第１の実施形態の第２の変形例について説明する。図４は、
本実施形態の第２の変形例のディスクメディア１ＣであるＣＤの概略的な構成図であり、
（ａ）は上面斜視図、（ｂ）は凹部の拡大図、（ｃ）は（ａ）におけるＹ２－Ｙ２拡大断
面図である。



(11) JP 4787705 B2 2011.10.5

10

20

30

40

50

　第１の実施形態の第１の変形例が、ＩＣチップ５を平坦な樹脂基板７上の金属膜層１４
の表面に搭載したものであるのに対し、本変形例は、ディスクメディア１Ｃの樹脂基板７
に凹部１７Ａを形成して、その後に金属膜層１４を成膜し、ＩＣチップ５を凹部１７Ａの
底面の金属膜層１４の表面に搭載したものである。第１の実施形態の第１の変形例と同じ
構成については同じ符号を付し、説明を省略する。
　凹部１７Ａの深さは、ＩＣチップ５の厚さと後記する異方性導電膜９の膜厚との合計の
厚さに略一致し、例えば、１００μｍぐらいである。図４の（ｂ）に示すように、凹部１
７Ａの平面形状は、ＩＣチップ５の平面形状と略相似な正方形または長方形であり、凹部
１７Ａの４辺の側壁は底面１７ｂに向かう傾斜面１７ａであり、成膜する前に、凹部１７
Ａの周方向に延びる傾斜面１７ａおよび底面１７ｂの狭隘部６ａに対応する部分を含む環
状スロット６Ｂにマスキングをして金属膜層１４を成膜する。その結果、図４の（ｃ）で
は、凹部１７Ａの傾斜面１７ａと底面１７ｂの符号を省略してあるが、凹部１７Ａの傾斜
面１７ａおよび底面１７ｂにも狭隘部６ａを残して金属膜層１４が成膜される。
【００３２】
　次に、凹部１７Ａの底面に形成された金属膜層１４の表面に異方性導電膜９を塗布し、
この凹部１７Ａの底面にＩＣチップ５を載せて押圧することにより、ＩＣチップ５の信号
入出力電極５ａ、５ｂは、凹部１７Ａの底面に形成された非成膜部１６の狭隘部６ａを跨
いで金属膜層１４と電気的に接続される。そして、金属膜層１４が成膜された領域Ｒ１の
全面にコーティングして保護層８を形成する（図４の（ｂ）参照）。
【００３３】
《第１の実施形態の第３の変形例》
　次に、図５および図６を参照しながら第１の実施形態の第３の変形例について説明する
。本変形例のディスクメディア１ＤであるＣＤの概略的な構成図を示す斜視上面図は、図
４の（ａ）と略同じであり省略した。図５は、図４の（ａ）のＹ２－Ｙ２拡大断面図に対
応する図である。
　本変形例は第１の実施形態の第２の変形例を基本にしたものであり、第１の実施形態の
第２の変形例と異なる点は、図６の（ａ）、（ｂ）に示すように凹部１７Ａの底面には溝
１８がさらに周方向に延びるように形成されている点である。図６の（ｂ）は（ａ）にお
けるＸ１－Ｘ１拡大断面図であり、（ｃ）は凹部および溝への異方性デポジションの作用
を説明する図である。第１の実施形態の第２の変形例と同じ構成については同じ符号を付
し、重複する説明を省略する。
　溝１８の深さは凹部１７Ａの底面１７ｂから、例えば、１００μｍぐらいで、溝１８の
側壁は略垂直または溝１８の底面１８ｄが広くなるような逆テーパ状の垂直側壁１８ｂで
ある。溝１８は凹部１７Ａの周方向の傾斜面１７ａの左右周方向に延びている。溝１８は
左右周方向に延びるに従い、幅が広くなり、最後は環状スロット６Ｂの幅と同じ幅となり
、深さは浅くなっていく傾斜面１８ｃを有して略垂直の垂直壁１８ａで閉じている。
【００３４】
　図６の（ｃ）に示すように、環状スロット６Ｂの部分をダブルハッチングで示したフォ
トレジスト１９でマスキングし、樹脂基板７の略鉛直上方から異方性デポジション（スパ
ッタリング）によって金属膜層１４を成膜すると、樹脂基板７の上面、凹部１７Ａの４辺
の傾斜面１７ａおよび底面１７ｂ、溝１８の傾斜面１８ｃおよび底面１８ｄには、膜厚が
５０～２５０ｎｍ（０．０５～０．２５μｍ）の厚さで金属膜層１４が成膜される。しか
し、成膜時の異方性デポジションは直進性が強いので、溝１８の垂直壁１８ａおよび対向
する垂直側壁１８ｂの部分には金属膜層１４は成膜されない。
　したがって、成膜された金属膜層１４は、狭隘部６ａを構成する溝１８の垂直壁１８ａ
および対向する垂直側壁１８ｂ、ならびに環状スロット６Ｂの幅広の本体部分で径方向内
外方に分離されるので、電気的に分離された第１アンテナ部１３と第２アンテナ部１５Ａ
とを形成することができる。
【００３５】
《第１の実施形態の第４の変形例》
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　次に、図７および図８を参照しながら第１の実施形態の第４の変形例について説明する
。本変形例のディスクメディア１ＥであるＣＤの概略的な構成図を示す斜視上面図は、図
４の（ａ）と略同じであり省略した。図７は、図４の（ａ）のＹ２－Ｙ２拡大断面図に対
応する図である。
　本変形例は第１の実施形態の第２の変形例を基本にしたものであり、第１の実施形態の
第２の変形例と異なる点は、図８の（ａ）、（ｂ）に示すように凹部１７Ｂの形状が第１
の実施形態の第２の変形例における凹部１７Ａと異なる点と、ＩＣチップの信号入出力電
極５ａ、５ｂが上下の面に設けられたＩＣチップ５Ａを用いている点である。第１の実施
形態の第２の変形例と同じ構成については同じ符号を付し、重複する説明を省略する。
　凹部１７Ｂの深さは、ＩＣチップ５の厚さと異方性導電膜９の膜厚の２倍との合計の厚
さに略一致し、例えば、１００μｍぐらいである。凹部１７Ｂの平面形状は、ＩＣチップ
５Ａの平面形状と略相似な正方形または長方形であり、凹部１７Ｂの径方向に向かい合う
２辺の側壁の一方のみ、ここでは、径方向内方側の側壁は底面１７ｂに向かう傾斜面１７
ａであり、残りの３辺の側壁は略垂直の垂直面１７ｃである。成膜する前に、環状スロッ
ト６Ｂの広幅の本体部分に図８の（ｂ）に示すように、ダブルハッチングで示したフォト
レジスト１９でマスキングする。
【００３６】
　そして、樹脂基板７の略鉛直上方から異方性デポジション（スパッタリング）によって
金属膜層１４を成膜すると、樹脂基板７の上面、凹部１７Ｂの１辺の傾斜面１７ａおよび
底面１７ｂには、膜厚が５０～２５０ｎｍ（０．０５～０．２５μｍ）の厚さで金属膜層
１４が成膜される。しかし、成膜時の異方性デポジションは直進性が強いので、垂直面１
７ｃの部分には金属膜層１４は成膜されない。
　したがって、成膜された金属膜層１４は、狭隘部６ａを構成する凹部１７Ｂの垂直面１
７ｃおよび環状スロット６Ｂの幅広の本体部分で径方向内外方に分離されるので、電気的
に分離された第１アンテナ部１３と第２アンテナ部１５Ａとを形成することができる。
【００３７】
　次に、図７に示すように、凹部１７Ｂの底面１７ｂに形成された金属膜層１４の表面に
異方性導電膜９を塗布し、この凹部１７Ｂの底面１７ｂにＩＣチップ５Ａの信号入出力電
極５ｂを下に向けて載せて押圧し、さらに、ＩＣチップ５Ａの上面（信号入出力電極５ａ
）側とそれに隣接する凹部１７Ｂの径方向外方側の金属膜層１４の一部に異方性導電膜９
を塗布し、さらに、そこに金属箔１０を載せ、ＩＣチップ５Ａの上面（信号入出力電極５
ａ）側を凹部１７Ｂの径方向外方側の金属膜層１４と電気的に接続する。そして、金属膜
層１４が成膜された領域Ｒ１の全面にコーティングして保護層８を形成する。
【００３８】
　なお、凹部１７Ｂの径方向内方側または外方側の側壁のいずれを底面１７ｂに向かう傾
斜面１７ａとしても良い。底面１７ｂおよび傾斜面１７ａと電気的に接続されたＩＣチッ
プ５Ａの下側の信号入出力電極が、第１アンテナ部１３または第２アンテナ部１５Ａのい
ずれかと接続されたら、ＩＣチップ５Ａの上側の信号入出力電極は、残りのアンテナ部と
電気的に接続させる。
【００３９】
（第１の実施形態の第２から第４の変形例の効果）
　このように図４から図８に示した第１の実施形態の第２の変形例から第４の変形例のよ
うに、ＩＣチップ５、またはＩＣチップ５Ａを樹脂基板７の厚さ方向の内部に埋め込むこ
とにより、ディスクメディア１Ｃ、１Ｄ、１Ｅにおける金属膜層１４が成膜された領域Ｒ
１の表面を、第１の実施形態およびその第１の変形例の場合よりもより平坦にすることが
できるので、ディスクメディア１Ｃからディスクメディア１Ｅの保護層８の上面における
ディスク駆動装置との機械的クリアランスを大きくすることができる。
【００４０】
《第１の実施形態のその他の変形例》
　なお、第１の実施形態およびその変形例においては、第２アンテナ部１５Ａに非成膜部
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１６で構成された切り欠き部１５ａを設けるものとしたが、それに限定されない。ＩＣチ
ップ５またはＩＣチップ５Ａがインピーダンスマッチング回路を内蔵している場合は、図
９に示すディスクメディア１Ｆのように第２アンテナ部１５Ｂは、金属膜層１４が成膜さ
れた単なる環状の領域でも良い。図９は幅Ｌ１の狭い環状スロット６Ａの場合を例示した
ものであり、それに限定されること無く、幅広の環状スロット６Ｂとし、ＩＣチップ５ま
たはＩＣチップ５Ａを前記した狭隘部６ａに搭載するようにしても良い。この場合、ＩＣ
チップ５、５Ａは、環状スロット６Ａ、６Ｂの周方向の任意の位置に配置できる。
【００４１】
《第２の実施形態》
　次に、図１０から図１２を参照しながら第２の実施形態のディスクメディアについて説
明する。図１０は、本実施形態のディスクメディア１Ｇの概略的な構成図であり、（ａ）
は上面図、（ｂ）は（ａ）におけるＢ１部拡大図であり、（ｃ）ＩＣチップの信号入出力
電極面を示す平面図、（ｄ）は小型インレットのアンテナ部分を示す平面図である。図１
１の（ｅ）は図１０の（ａ）におけるＹ３－Ｙ３拡大断面図であり、（ｆ）は小型インレ
ットの等価回路を説明する図である。
　図１２は、本実施形態における別の形状の小型インレットを適用したディスクメディア
１Ｈの概略的な構成図であり、（ａ）は上面図、（ｂ）は（ａ）におけるＢ２部拡大図で
ある。
　第１の実施形態の第１の変形例がＩＣチップ５を、金属膜層１４を成膜した情報非記録
領域Ｒ２の金属膜層１４の表面に直に搭載したディスクメディア１Ｂであったのに対し、
本実施形態のディスクメディア１Ｇ、１Ｈは、金属膜層１４を成膜した情報非記録領域Ｒ
２にＩＣチップ５と、小型アンテナ２３Ａまたは小型アンテナ２３Ｂと、を備えてなる小
型インレット１１Ａまたは小型インレット１１Ｂを搭載したものである。本実施形態では
、第１の実施形態の第１の変形例と異なり、環状スロット６Ｂは、ＩＣチップ５の信号入
出力電極５ａ、５ｂと電気的接続するための狭隘部６ａを有せず、全周に亘り幅Ｌ２がＩ
Ｃチップ５の幅よりも広い３ｍｍである。第１の実施形態の第１の変形例と同じ構成につ
いては同じ符号を付し、重複する説明を省略する。
【００４２】
　また、本実施形態でいう小型インレットとは、ＩＣチップと、ディスクメディアに形成
したアンテナとＩＣチップのインピーダンスマッチングを行うスリットを形成することが
できる長さおよび幅の小型アンテナと、を有し、ベースとなるフィルムなどの上にこれら
を固定したものをいう。
　通常であれば、インレットのアンテナ長は、樹脂基板上での誘電率を考慮した通信に用
いる電波の波長λの半分の長さとする。しかし、アンテナをそれよりも短くした小型イン
レットを使用し、サイズの縮小を優先することができる。インレットのアンテナの長さが
波長λの半分以下の長さであっても、インピーダンスマッチングが取れれば、小型インレ
ット単体で、または他の金属部材（本実施形態では金属膜層が対応）との作用により、Ｒ
／Ｗとの通信が可能となる。
　図１０の（ｂ）に示すように、小型インレット１１Ａは、Ａｌなどの電気導体の金属薄
膜で構成された直線形状の小型アンテナ２３Ａが、例えば、ポリエチレンテレフタレート
（ＰＥＴ）よりなるベースフィルム２１（絶縁体）の表面に成膜、印刷などにより形成さ
れ、小型アンテナ２３Ａの中央部分にＬ字型のスリット２３ａが形成され、そのスリット
２３ａを跨いでＩＣチップ５の信号入出力電極５ａ、５ｂが、超音波接合、共晶接合、異
方性導電膜を介してなどにより小型アンテナ２３Ａと電気的に接続するように搭載された
ものである。小型インレット１１Ａは、長さが５～１５ｍｍと、送受信に用いられる電波
の樹脂基盤上での誘電率を考慮した電気的波長を、λとしたとき、波長λの０．０４λ～
０．１４λ程度の長さである。このような構成の小型インレット１１Ａは、（ａ）に示す
ように、ディスクメディア１Ｇの情報非記録領域Ｒ２の表面に、ベースフィルム２１の裏
面に塗付された粘着材２２（図１１の（ｅ）参照）により貼り付けられ、搭載される。こ
のとき小型アンテナ２３Ａの両方の端部２３ｂがベースフィルム２１を介して金属膜層１
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４と静電容量結合で接続されている。本実施形態では、「小型アンテナの所定箇所」とし
て小型アンテナ２３Ａの一方の端部２３ｂが、第１アンテナ部１３の金属膜層１４と、他
方の端部２３ｂが、第２アンテナ部１５Ａの金属膜層１４と静電容量結合によって接続し
ている。
　なお、小型インレット１１Ａを貼り付けるとき、小型アンテナ２３Ａのスリット２３ａ
の部分が情報非記録領域Ｒ２の金属膜層１４に重なったりしないように配置することが好
ましい。
【００４３】
　図１０の（ｄ）に示すように、ＩＣチップ５の信号入出力電極５ａ、５ｂを、Ｌ字型の
スリット２３ａのＬ字のコーナ部で跨いだ両側に位置する小型アンテナ２３Ａにそれぞれ
電気的に接続することによって、スリット２３ａの形成によってできたスタブ２３ｃの部
分を、アンテナとなる小型アンテナ２３Ａの他の部分、第１アンテナ部１３および第２ア
ンテナ部１５Ａと、ＩＣチップ５と、の間に直列に接続することになり、スタブ２３ｃの
部分が直列に接続したインダクタ成分として働く（図１１の（ｆ）参照）。このインダク
タ成分により、ＩＣチップ５内のキャパシティブ成分を相殺し、小型アンテナ２３Ａの他
の部分、第１アンテナ部１３および第２アンテナ部１５Ａと、ＩＣチップ５のインピーダ
ンスマッチングを取ることができる。つまり、ＩＣチップ５は十分な面積の金属膜層１４
に形成された環状スロット６Ｂを、ループ型アンテナに対応するスロットアンテナとして
機能させることができると共に、ＩＣチップ５のインピーダンスとスロットアンテナのイ
ンピーダンスをマッチングさせることができる。このようなスリット２３ａをインピーダ
ンスマッチング回路と称する。
　なお、ＩＣチップ５とアンテナとなる小型アンテナ２３Ａの残りの部分および金属膜層
１４とのインピーダンスマッチングはスリット２３ａのＬ字型のコーナまでの各長さによ
って決まるスタブ２３ｃの面積により決定される。
【００４４】
　小型インレットは直線形状に限定されるものではなく、図１２に示すように、Ｌ字形状
の小型インレット１１Ｂでも良い。また、図示しないが両端に耳をもつコの字形状のもの
でも良い。ただ、小型アンテナの両端の端部の一方が、環状スロット６Ｂの径方向内方側
および外方側の内のいずれかの側の金属膜層１４と静電容量結合し、小型アンテナの端部
の他方が、環状スロット６Ｂの径方向内外方の内の他方の側の金属膜層１４と静電容量結
合していれば良い。
　Ｌ字形状の小型インレット１１Ｂ、コの字型の小型インレットとすると、端部の静電容
量結合部分の面積が増すので、アンテナ効率が増大する。また、小型インレットを用いる
ことにより、環状スロット６Ｂに狭隘部６ａを設ける必要が無く、環状スロット６Ｂの形
状が簡単になる。
【００４５】
　本実施形態によれば、第１の実施形態の第１の変形例と同じ効果が得られ、さらに、小
型インレット１１Ａ、１１Ｂがインピーダンスマッチング回路を有しているので、第２ア
ンテナ部１５Ａに切り欠き部１５ａを設ける必要がなくなる可能性がある。
　また、本実施形態では、インピーダンスマッチング回路としてＬ字型のスリット２３ａ
としたがそれに限定されるものではなく、他の形状でも良い。例えば、Ｌ字型のスリット
２３ａの代わりにＴ字型スリットとしても良い。その場合、Ｔ字の縦棒部分が小型アンテ
ナ２３Ａまたは小型アンテナ２３Ｂの幅方向に、Ｔ字の横棒部分を小型アンテナ２３Ａま
たは小型アンテナ２３Ｂの長手方向になるように形成し、スリットのＴ字型のコーナ部に
、Ｔ字の縦棒を跨ぐように、アンテナへの給電用の端子である信号入出力電極５ａ、５ｂ
を対応させてＩＣチップ５を搭載する。
【００４６】
　なお、本実施形態では前記したように、小型インレット１１Ａ、１１Ｂのスリット２３
ａを金属膜層１４と重ならないように位置させることが望ましいとしたが、環状スロット
６Ｂの幅が小さく、スリット２３ａが金属膜層１４と重なる場合にも、小型インレット１
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１Ａ、１１Ｂを搭載する位置と、切り欠き部１５ａとの相対周方向位置によってもインピ
ーダンスマッチングを行なえる。
【００４７】
《第２の実施形態の変形例》
　次に図１３および図１４を参照しながら本実施形態の変形例を説明する。本変形例は、
第２の実施形態において、情報非記録領域Ｒ２に凹部１７Ｃを設け、そこに小型インレッ
ト１１Ａを搭載したものである。図１３および図１４は、本変形例のディスクメディア１
ＫであるＣＤの概略的な構成図であり、図１３の（ａ）は斜視上面図であり、図１４の（
ｂ）は図１３の（ａ）のＢ３部の凹部の拡大図、図１４の（ｃ）は図１３の（ａ）におけ
るＹ４－Ｙ４拡大断面図である。
　直線形状の小型インレット１１Ａは、前記図１０の（ｂ）に示した構成と同じである。
図１３の（ａ）に示すように、樹脂基板７に、小型インレット１１Ａの平面形状に略一致
する凹部１７Ｃを情報非記録領域Ｒ２に径方向に長く形成する。凹部１７Ｃの４辺の側壁
は、図１４の（ｂ）に示すように、底面１７ｂに向かう傾斜面１７ａを有している。そし
て、二点鎖線の想像線で示すように金属膜層１４を成膜後、小型インレット１１Ａを凹部
１７Ｃに貼り付ける。その際、図１４の（ｃ）に示すように小型アンテナ２３Ａの両側の
端部２３ｂを、ベースフィルム２１を介して、第１アンテナ部１３の金属膜層１４および
第２アンテナ部１５Ａの金属膜層１４それぞれに静電容量結合で接続する。
　なお、小型インレット１１Ａを貼り付けるとき、小型アンテナ２３Ａのスリット２３ａ
の部分が金属膜層１４と重なったりしないように配置することが望ましい。
【００４８】
　なお、本変形例では小型インレットの形状を直線形状の小型インレット１１Ａを例に説
明したが、それに限定されるものではなく他の形状の小型インレットとしても良い。
　例えば、図１２の（ｂ）に示したようなＬ字形状の小型インレット１１Ｂでも良い。ま
た、図示しないが両端に耳をもつコの字形状のものでも良い。ただ、凹部１７Ｃの形状は
、小型インレットの形状に合わせた平面形状とする。
【００４９】
（第２の実施形態およびその変形例の効果）
　本実施形態またはその変形例によれば（図１０～図１５参照）、金属膜層１４が成膜さ
れた領域Ｒ１がアンテナの機能をするので、例えば、小型インレット１１Ａ、１１Ｂは長
さが５～１５ｍｍと短いもので良く、インピーダンスマッチング用のスリット２３ａを形
成された小型アンテナ２３Ａによって構成することができる。したがって、小型インレッ
ト１１Ａ、１１Ｂはきわめて小さくすることができる。
　本実施形態およびその変形例によれば、例えば、小型インレット１１Ａ、１１Ｂの小型
アンテナ２３Ａ、２３Ｂの両側の端部２３ｂは金属膜層１４に静電容量結合で接続され、
金属膜層１４が成膜された領域Ｒ１をアンテナとして使用できる。
　その効果は、第１の実施形態およびその変形例で記載の場合と同じ効果が得られる。つ
まり、ディスクメディア１Ｇ、１Ｈ、１Ｋに搭載されたＲＦＩＤタグとしての小型インレ
ットは、金属膜層１４が成膜された領域Ｒ１をＩＣチップ５のアンテナとして使用でき、
小型アンテナ２３Ａ、２３Ｂと併せて、感度の良いアンテナを形成できる。また、金属膜
層１４をアンテナとして利用し、新たな部材を追加していないので、従来のＩＣチップ搭
載型のディスクメディアに対してコストアップする要因はない。
　また、広範囲にわたる金属膜層１４がアンテナとなるのでＲ／Ｗに対して広い読み取り
／書き込みエリアを提供できる。
【００５０】
　特に、本実施形態の変形例によれば、例えば、小型インレット１１Ａ、１１Ｂを貼り付
けた後の上面側の平坦度を第２の実施形態より向上でき、保護層８の上面におけるディス
ク駆動装置との機械的クリアランスを大きくすることができる。
【００５１】
《第３の実施形態》
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　次に、図１５および図１６を参照しながら、第３の実施形態について説明する。前記し
た第２の実施形態において、小型インレット１１Ａ、１１Ｂを、保護層８を施した後に貼
り付けても良い。その場合、図１５に示すように、既存の完成済みのディスクメディア（
以下、元ディスクと称する）１ＬａをＲＦＩＤ付のディスクメディア１Ｌに低コストで生
まれ変わらせることができる。
　以下に、小型インレット１１Ａを例に詳細に本実施形態について説明する。第２の実施
形態と同じ構成については同じ符号とし、重複する説明を省略する。
【００５２】
　図１５の（ａ）に示すように、小型インレット１１Ａと、例えば、Ａｌ箔で構成された
Ｃ字型の第２アンテナ部（環状の金属薄膜）１５Ｃと、を搭載した環状スロットアンテナ
シール（シール）１２を、すでに保護層８を施された元ディスク１Ｌａに貼り付けて、図
１５の（ｂ）に示すようにディスクメディア１Ｌを構成する。図１６の（ａ）は環状スロ
ットアンテナシールを示す平面図であり、（ｂ）は（ａ）におけるＹ５－Ｙ５拡大断面図
である。
　図１５の（ａ）に示すように、元ディスク１Ｌａは、中心孔２の中心から、例えば１５
ｍｍまでが金属膜層１４が成膜されていない非成膜部１６で構成された中心非成膜領域Ｒ
５、その径方向外方側に金属膜層１４が成膜された領域Ｒ１と、なっている。
　図１６に示すように、環状スロットアンテナシール１２は、図示しない粘着材を下面に
塗布し、中央に中心孔２６ａを設けた円盤状の保護フィルム２６を、保護フィルム２６の
所定位置に配置した小型インレット１１Ａと、Ａｌ箔で構成された、切り欠き部１５ａを
有する環状の第２アンテナ部１５Ｃと、を含むように、前記粘着材の下側に貼り付け、さ
らに、保護フィルム２６の形状に合わせて粘着材２２を塗付した剥離紙２５と貼り付けた
ものである。
【００５３】
　なお、中心孔２６ａは元ディスク１Ｌａの中心孔２と同じ径である。第２アンテナ部１
５Ｃは、例えば、外径が２４ｍｍ、内径が１６ｍｍであり、保護フィルム２６の内径１５
ｍｍの中心孔２６ａと同心となるように第２アンテナ部１５Ｃを、保護フィルム２６に配
置して張り付ける。また、小型インレット１１Ａは、小型アンテナ２３Ａの向きを中心孔
２６ａに対し、長手方向が径方向を向き、径方向内方側の端部２３ｂが第２アンテナ部１
５Ｃの下に重なるように配置する。さらに、このとき小型インレット１１Ａは、切り欠き
部１５ａに対する周方向の相対位置が、インピーダンスマッチング上適切なあらかじめ設
定された周方向の相対位置に設定する。また、小型インレット１１Ａの第２アンテナ部１
５Ｃとの重なり長さは、中心孔２６ａを元ディスク１Ｌａの中心孔２に合わせたとき、小
型インレット１１Ａの小型アンテナ２３Ａの径方向外方側の端部２３ｂが、図１５の（ａ
）に示すように、情報非記録領域Ｒ２の金属膜層１４に重なり、小型アンテナ２３Ａのス
リット２３ａ部分が金属膜層１４と重ならないような配置である。
【００５４】
　保護フィルム２６と剥離紙２５との間に、小型インレット１１Ａと第２アンテナ部１５
Ｃを含んで貼り付ける際、剥離紙２５には中心孔２６ａ、第２アンテナ部１５Ｃおよび小
型インレット１１Ａのそれぞれ位置に対応した位置に、対応した外形線図を描いておき、
粘着材２２を塗付済みの剥離紙２５上に、小型インレット１１Ａの外形線図の位置に合う
ように小型インレット１１Ａを配置して貼り付ける。その後、すでに第２アンテナ部１５
Ｃを下面に貼り付けた保護フィルム２６を、剥離紙２５の中心孔２６ａの外形線図の位置
と切り欠き部１５ａの外形線に合うように剥離紙２５に貼り付けて、環状スロットアンテ
ナシール１２を製作すると良い。
【００５５】
　そして、使用時に剥離紙２５を剥がして、保護フィルム２６の中心孔２６ａが元ディス
ク１Ｌａの中心孔２と合うように位置決めして、元ディスク１Ｌａに貼り付ける。こうす
ることにより、精度良く、容易に小型インレット１１Ａを元ディスク１Ｌａの所定の位置
に搭載し、ディスクメディア１Ｌとすることができる。その結果、図１５の（ｂ）に示す
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ように、環状スロットアンテナシール１２の外径のすぐ外側の領域を情報記録領域Ｒ４と
することができ、金属膜層１４が成膜された領域Ｒ１の内径（３０ｍｍ）と第２アンテナ
部１５Ｃの外径（２４ｍｍ）との間に３ｍｍ幅の環状スロット６Ｂが、精度よく形成され
ることになる。小型インレット１１Ａの小型アンテナ２３Ａの径方向外方側の端部２３ｂ
は、情報非記録領域Ｒ２の金属膜層１４と静電容量結合し、小型アンテナ２３Ａの径方向
内方側の端部２３ｂは、第２アンテナ部１５ＣのＡｌ箔と静電容量結合しているので、Ｉ
Ｃチップ５に対して、小型インレット１１Ａ、第１アンテナ部１３および第２アンテナ部
１５Ｃは、ループ型アンテナに対応するスロットアンテナを構成していることになる。
【００５６】
　以上、図１５、図１６を用いて小型インレット１１Ａを例に説明したが、それに限定さ
れるものではなく、小型インレット１１Ｂを用いた第２の実施形態にも、また、コの字形
状の小型インレットに対しても適用できる。
【００５７】
（第３の実施形態の効果）
　本実施形態によれば、既存の元ディスク１Ｌａの金属膜層１４が成膜された領域Ｒ１を
、簡単にループ型アンテナに対応したスロットアンテナとして利用することでき、製造が
容易である。また、第２アンテナ部１５Ｃは、例えば、Ｃ字型のＡｌ箔で製作でき、極め
て薄くできるので、クランピング領域に含まれてもディスクメディア１Ｌの保護フィルム
２６の上面におけるディスク駆動装置との機械的クリアランスにほとんど影響しない。ま
た、環状スロットアンテナシール１２は、回転の中心側にあるので、重心のずれによるア
ンバランスを小さくできる。
　本実施形態のディスクメディア１Ｌの効果は、第２の実施形態およびその変形例で記載
の場合と同じ効果が得られる。つまり、ディスクメディア１Ｌに搭載されたＲＦＩＤタグ
としての小型インレット１１Ａは、金属膜層１４が成膜された第１アンテナ部１３と第２
アンテナ部１５ＣとをＩＣチップ５のアンテナとして使用でき、小型アンテナ２３Ａと併
せて、感度の良いアンテナを形成できる。また、広範囲にわたる金属膜層１４がアンテナ
となるのでＲ／Ｗに対して広い読み取り／書き込みエリアを提供できる。
【００５８】
《第４の実施形態》
　次に、図１７および図１８を参照しながら第４の実施形態について説明する。本実施形
態は第１の実施形態の第１の変形例にもとづくものであり、本実施形態が第１の実施形態
の第１の変形例と異なるところは、ＩＣチップ５の代わりにアンテナ実装型のＩＣチップ
５Ｂを用いて、第１アンテナ部１３および第２アンテナ部１５Ａとは、実装アンテナが電
磁界結合する点である。
　図１７は、本実施形態のディスクメディア１ＭであるＣＤの概略的な構成図であり、（
ａ）は上面図、（ｂ）はアンテナ実装型のＩＣチップの構成を示す斜視図であり、（ｃ）
および（ｄ）は（ａ）におけるＢ４部拡大図である。図１８の（ｅ）、（ｆ）は図１７の
（ａ）におけるＹ６－Ｙ６拡大断面図である。
　本実施形態は第１の実施形態の第１の変形例と同じく、図１７の（ａ）に示すように環
状スロット６Ｂの外径が３０ｍｍ、幅Ｌ２が３ｍｍであり、第２アンテナ部１５Ａの内径
は１６ｍｍ、中心孔２の内径は１５ｍｍである。
【００５９】
　切り欠き部１５ａに対する所定の周方向の相対位置の環状スロット６Ｂの金属膜層１４
が成膜されていない非成膜部１６に、アンテナ実装型のＩＣチップ５Ｂを搭載する（図１
８の（ｅ）参照）。ＩＣチップ５Ｂは、一方の面に、例えば、この図では上面に信号入出
力電極５ａ、５ｂを有し、信号入出力電極５ａ、５ｂ間を渦巻状に結ぶ金属導体、例えば
、Ａｌの実装アンテナ５ｃを有している。ＩＣチップ５Ｂは、図１８の（ｅ）に示すよう
に、環状スロット６Ｂの径方向内外方向の両側の金属膜層１４とわずかなギャップ、例え
ば１ｍｍ以下、で挟まれ、実装アンテナ５ｃが第１アンテナ部１３および第２アンテナ部
１５Ａと電磁界結合するようになっている。もし、ＩＣチップ５Ｂの１辺の長さが環状ス
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ロット６Ｂの幅Ｌ２より小さい場合は、図１７の（ｄ）に示すようにＩＣチップ５Ｂを配
置する環状スロット６Ｂの部分に狭隘部６ａを形成して、配置する。
　第１の実施形態の第１の変形例と同じ構成については同じ符号を付し、重複する説明を
省略する。
【００６０】
　なお、図１８（ｅ）に示すようにＩＣチップ５Ｂはマスキングをして形成した非成膜部
１６より構成された環状スロット６Ｂに搭載しても良いし、その部分に図１８の（ｆ）に
示すように凹部１７Ｄを形成して、凹部１７Ｄの底面に搭載し、ＩＣチップ５Ｂを搭載し
ても保護層８が平坦になりようにしても良い。
　このように、アンテナ実装型のＩＣチップ５Ｂを環状スロット６Ｂに配置することによ
っても、金属膜層１４が成膜された領域Ｒ１をループ型アンテナに対応するスロットアン
テナとして機能させることができる。
【００６１】
　以上、第１の実施形態から第４の実施形態およびそれらの変形例によれば（図１～図１
８参照）、環状スロット６Ａ、６Ｂが形成され、ＩＣチップ５、５Ａ、５Ｂまたは小型イ
ンレット１１Ａ、１１Ｂなどに搭載されたＩＣチップ５に対して、環状スロット６Ａ、６
Ｂの径方向内外方の両側の第１アンテナ部１３の金属膜層１４、第２アンテナ部１５Ａ、
１５Ｂ、１５Ｃの金属膜層１４やＡｌ箔がスロットアンテナとして機能する。
　特に、情報非記録領域Ｒ２の情報記録領域Ｒ４との境界近傍、クランピング領域よりも
径方向外方側に環状スロット６Ａ、６Ｂを設けているので、ＣＤをプレーヤやレコーダの
内部で再生あるいは記録中に通信を行なうことも可能である。
　また、環状スロット６Ａ、６Ｂは周方向につながっているので、図１９に示すようにデ
ィスクメディアをストッカ２０に多数重ねて格納した状態でＲ／Ｗをストッカ２０の上側
または下側に翳すと、Ｒ／Ｗアンテナ２８からの電波が環状スロット６Ａ、６Ｂを貫いて
伝播し、ストッカ２０内のいずれのディスクメディアとも容易に通信を行うことができる
。特許文献１に記載されたような周方向に使用波長λの１／２波長の長さのスロットを設
けている場合は、多数のディスクメディアを重ねて格納するとき、そのスロットの周方向
位置を各ディスクメディア間で揃えないと、電波がスロットを貫通して、各ディスクメデ
ィアのＲＦＩＤタグに届かない。そのためにディスクメディアを揃える煩雑な作業が発生
する。前記各実施形態およびその変形例においては、そのような煩雑な作業が不要となる
。
【００６２】
　なお、前記第１の実施形態から第４の実施形態およびその変形例において、環状スロッ
ト６Ａ、６Ｂの形状は、円環状として説明してきたが、それに限定されることは無く、通
信波長λに対応した周長をもつ四角形などの多角形の環状スロットでも良い。
【００６３】
《第５の実施形態》
　次に、図２０および図２１を参照しながら第５の実施形態のディスクメディアについて
説明する。
　本実施形態のディスクメディアは、片面にのみ金属膜層１４が成膜された領域がある片
面ＤＶＤ３０Ａであり、金属膜層１４をアンテナとして使用するものである。なお、片面
ＤＶＤ３０Ａは薄いＣＤを、樹脂基板側を外側にして、金属膜層側を向かい合わせにして
貼り合わせて製造するが、この場合は一方には金属膜層が形成されており、他方は樹脂基
板のまま、２枚貼り合わせた構成であるので、第１の実施形態から第４の実施形態、また
はその変形例において説明した構成を用いることができる。
【００６４】
　図２０は、第５の実施形態のディスクメディアである片面ＤＶＤにＩＣチップを搭載す
る場合の構成を説明する図である。
　図２０の（ａ）に示すように、片面ＤＶＤ３０Ａは、第１樹脂基板３１ａの上に金属膜
層１４を有する第１ディスク３１Ａと金属膜層１４を有しない第２樹脂基板３２ａだけで
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構成された第２ディスク３２Ａとを貼り合わせた構成となっている。第１ディスク３１Ａ
、第２ディスク３２Ａとも厚さは０．６ｍｍ程度であって、片面ＤＶＤ３０Ａ全体の厚さ
はＣＤと同じ１．２ｍｍ程度である。異なる所は、ＣＤなどのディスクメディア１Ａ～１
Ｌでは、薄い保護層８の下に金属膜層１４が形成されているのに対し、片面ＤＶＤ３０Ａ
では、ディスクの厚さ方向の略中心に金属膜層１４が形成されている点である。
　また、ＤＶＤなどのような２枚のディスクの貼り合わせる場合には、前記ＣＤの金属膜
層１４の上に形成する保護層８に利用される、例えば、紫外線硬化樹脂が接着剤として用
いられ、スピンコート法などによって塗付される。
【００６５】
　図２０の（ｂ）は（ａ）において、第２ディスク３２Ａと貼り合わせる前の第１ディス
ク３１Ａを上側から見た上面図であり、（ｃ）は（ａ）において、第１ディスク３１Ａと
貼り合わせる前の第２ディスク３２Ａを下側から見た下面図である。図２１の（ａ）は図
２０の（ｃ）における第２ディスクのＹ８－Ｙ８拡大断面図、（ｂ）は図２０の（ｂ）に
おける第１ディスクのＹ７－Ｙ７拡大断面図、（ｃ）は貼り合わせた後の断面図である。
　このような片面ＤＶＤ３０Ａにおいて、図２０の（ｂ）に示すように、第１ディスク３
１Ａの金属膜層１４の表面に、第２の実施形態の第１の変形例と同様に金属膜層１４に環
状スロット６Ｂを形成し、図２１の（ｂ）に示すように非成膜部１６で構成された環状ス
ロット６Ｂの狭隘部６ａを跨いで信号入出力電極５ａ、５ｂが金属膜層１４と接続するよ
うにＩＣチップ５を搭載する（図２の（ｂ）参照）。一方、第２ディスク３２Ａの第２樹
脂基板３２ａには、第１ディスク３１Ａの金属膜層１４に搭載されたＩＣチップ５に対応
する位置に、図２０の（ｃ）および図２１の（ａ）に示すようにＩＣチップ５を収納でき
る大きさの凹部３３Ａを形成する。このように構成された第１ディスク３１Ａと第２ディ
スク３２Ａを貼り合わせると、図２１の（ｃ）に示すように、ＩＣチップ５が搭載されて
第１アンテナ部１３および第２アンテナ部１５Ａの金属膜層１４をループ型アンテナに対
応するスロットアンテナとして機能させることができる片面ＤＶＤ３０Ａを実現すること
ができる。
　その結果、図２１の（ｃ）に示すように、ＩＣチップ５が片面ＤＶＤ３０Ａの厚さ方向
の中心部に装着される。
　なお、第１の実施形態の第１の変形例と同じ構成については、同じ符号を付し重複する
説明を省略する。
【００６６】
　図２２は、本実施形態における片面ＤＶＤ３０Ａを構成する２枚の第１ディスク３１Ａ
および第２ディスク３２Ａを貼り合わせるための位置合せを行う位置合わせ装置の概念図
である。位置合わせ装置５０は、水平に第１ディスク３１Ａ、および第２ディスク３２Ａ
を載せて回転させる回転機構５１に対して、光源５２と撮像機能を有するＣＣＤ５３が上
下の両側に配置されている。位置合わせ装置５０は、ＣＣＤ５３に接続され、第１ディス
ク３１Ａに搭載されたＩＣチップ５の位置と第２ディスク３２Ａの凹部３３Ａの位置を検
出する図示しない画像処理装置と、画像処理装置からの検出信号を受けて、第１ディスク
３１ＡのＩＣチップ５位置と第２ディスク３２Ａの凹部３３Ａとの位置合わせを行う図示
しない制御装置を有している。
　なお、図２２では回転機構５１、光源５２およびＣＣＤ５３が１組だけ示されているが
、実際は第１ディスク３１Ａ用および第２ディスク３２Ａ用の２組用意されている。
【００６７】
　図２３は、位置合わせ装置によって行われる２枚の第１ディスク３１Ａおよび第２ディ
スク３２Ａを貼り合わせる工程のフローチャートである。まず、第１ディスク３１Ａおよ
び第２ディスク３２Ａを搬送して（ステップＳ１）、第１ディスク３１Ａおよび第２ディ
スク３２Ａをそれぞれの回転機構５１にクランプし（ステップＳ２）、光源５２より光を
投射してＣＣＤ５３によって第１ディスク３１Ａの透過画像を取り込んで（ステップＳ３
）、画像処理を行い、ＩＣチップ５の位置を検出する（ステップＳ４）。次に、光源５２
より光を投射してＣＣＤ５３によって第２ディスク３２Ａの透過画像を取り込んで（ステ
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ップＳ５）、画像処理を行い、凹部３３Ａの位置を検出する（ステップＳ６）。第１ディ
スク３１Ａに対して第２ディスク３２Ａの位置合わせを行う（ステップＳ７）。つまり、
第１ディスク３１ＡのＩＣチップ５の位置と第２ディスク３２Ａの凹部３３Ａの位置が合
うように相対的に回転して位置合わせを行う。そして、第１ディスク３１Ａおよび第２デ
ィスク３２Ａの周方向の相対位置を固定したまま搬送アームに吸着し（ステップＳ８）、
所定の位置に搬送した後（ステップＳ９）、第１ディスク３１Ａと第２ディスク３２Ａの
貼り合わせを行い（ステップＳ１０）、貼り合わせ工程が完了する。これによって、第１
ディスク３１Ａに対して第２ディスク３２Ａを正確に位置合わせすることができる。
【００６８】
《第５の実施形態における第１の変形例》
　次に、図２４および図２５を参照しながら本実施形態の第１の変形例を説明する。
　図２４の（ａ）は、第２ディスク３２Ｂと貼り合わせる前の第１ディスク３１Ｂを上側
から見た上面図であり、（ｂ）は第１ディスク３１Ｂと貼り合わせる前の第２ディスク３
２Ｂを下側から見た下面図である。図２５は図２４におけるＹ９－Ｙ９拡大断面図、Ｙ１

０－Ｙ１０拡大断面図、およびその貼り合わせ後の断面図である。
　本変形例の片面ＤＶＤ３０Ｂの構成は、図２４の（ａ）、（ｂ）に示すように、第１デ
ィスク３１Ｂの金属膜層１４の表面に、第２の実施形態と同様に金属膜層１４が成膜され
た領域Ｒ１内に、非成膜部１６で構成された環状スロット６Ｂを形成する。
【００６９】
　小型インレット１１Ａの長手方向を径方向にし、その小型アンテナ２３Ａの両方の端部
２３ｂを環状スロット６Ｂの径方向内外方両側の金属膜層１４にそれぞれ重なるように貼
り付ける（図２５参照）。一方、第２ディスク３２Ｂの第２樹脂基板３２ａには、第１デ
ィスク３１Ｂに搭載された小型インレット１１Ａに対応する位置に、図１４の（ｂ）に示
すように小型インレット１１Ａを収納できる大きさの凹部３３Ｂを形成する。このように
構成された第１ディスク３１Ｂと第２ディスク３２Ｂを貼り合わせると、図２５に示すよ
うに、小型インレット１１Ａが搭載されて第１アンテナ部１３および第２アンテナ部１５
Ａの金属膜層１４をループ型アンテナに対応するスロットアンテナとして機能させること
ができる片面ＤＶＤ３０Ｂを実現することができる。
　その結果、図２５に示すように、小型インレット１１Ａが片面ＤＶＤ３０Ｂの厚さ方向
の中心部に装着される。
【００７０】
《第５の実施形態における第２の変形例》
　また、図２６に示すように、第２の実施形態の変形例と同様に第１ディスク３１Ｃに小
型インレット１１Ａを収納する凹部３３Ｃを形成した後に、金属膜層１４を成膜し、凹部
３３Ｃに小型インレット１１Ａを収納するように貼り付ける。この場合は、第２ディスク
３２Ｃは全く加工を施さない。このように構成された第１ディスクと第２ディスクを貼り
合わせると、図２６に示すように、小型インレット１１Ａが搭載されて第１アンテナ部１
３および第２アンテナ部１５Ａの金属膜層１４をループ型アンテナに対応するスロットア
ンテナとして機能させることができる片面ＤＶＤ３０Ｃを実現することができる。
【００７１】
　なお、インレットを用いる構成として第５の実施形態の変形例では前記小型インレット
１１Ａを用いた構成としたが、これに限定されるものではない。第２の実施形態における
前記小型インレット１１Ｂを本実施形態の変形例でも用いることができる。また、他の平
面形状の小型インレット、例えば、コの字型の小型インレットを用いても良い。
　なお、本第１の変形例の片面ＤＶＤ３０Ｂ、３０Ｃの貼り合わせは、第５の実施形態の
場合と同様に位置合わせ装置５０を用いて行うことができる。
【００７２】
（第５の実施形態およびその変形例の効果）
　以上、第５の実施形態およびその変形例によれば、広い範囲にわたる金属膜層１４をア
ンテナとして利用でき、ＲＦＩＤタグとしてのＩＣチップ５または小型インレット１１Ａ
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は、感度の良いアンテナを形成できる。その結果、Ｒ／Ｗに対して広い読み取り／書き込
みエリアを提供できる。
　本実施形態および変形例では、ＲＦＩＤタグがすべてディスクメディア３０Ａ、３０Ｂ
、３０Ｃの内部に埋め込まれているので、平面平滑度合いが良好である。また、ＲＦＩＤ
タグを成すＩＣチップ５または小型インレット１１Ａの面積が小さいので、ディスクの強
度的にも良好である。
【００７３】
　特に、情報非記録領域Ｒ２の情報記録領域Ｒ４との境界近傍、クランピング領域よりも
径方向外方側に環状スロット６Ｂを設けているので、片面ＤＶＤをプレーヤやレコーダの
内部で再生あるいは記録中に通信を行なうことも可能であるし、図１９に示したようなス
トッカ２０に多数の片面ＤＶＤを重ねて格納した状態で、ストッカ２０の上側または下側
にＲ／Ｗを翳して、個々の片面ＤＶＤ３０Ａ、３０Ｂ、３０ＣのＲＦＩＤタグと容易に通
信することができる。
【００７４】
《第６の実施形態》
　次に、図２７および図２８を参照しながら第６の実施形態のディスクメディアについて
説明する。
　本実施形態のディスクメディアは、両面に金属膜層１４が成膜された領域Ｒ１がある両
面ＤＶＤ３０Ｄであり、金属膜層１４をアンテナとして使用するものである。なお、両面
ＤＶＤ３０Ｄは、金属膜層１４が形成された２枚薄いＣＤを、樹脂基板側を外側に、金属
膜層１４側を向かい合わせにして貼り合わせた構成である。
　なお、両面ＤＶＤも片面ＤＶＤと同じように、それぞれのディスクの厚さは０．６ｍｍ
程度であって、全体の厚さはＣＤと同じ１．２ｍｍ程度である。
【００７５】
　図２７の（ａ）は、第２ディスク３２Ｄを貼り合わせる前の第１ディスク３１Ｄを上側
から見た上面図であり、（ｂ）は第１ディスク３１Ｄを貼り合せる前の第２ディスク３２
Ｄを下側から見た下面図である。
　図２８の（ａ）は、図２７の（ｂ）におけるＹ１２－Ｙ１２拡大断面図であり、図２８
の（ｂ）は、図２７の（ａ）におけるＹ１１－Ｙ１１拡大断面図であり、（ｃ）は貼り合
せ後の断面図である。
【００７６】
　第１の実施形態の第１の変形例と同様に、図２７の（ａ）および図２８の（ｂ）に示す
ように、第１ディスク３１Ｄの情報非記録領域Ｒ２の情報記録領域Ｒ４との境界近傍に、
金属膜層１４が成膜されていない環状スロット６Ｂを形成し、環状スロット６Ｂを径方向
に跨ぐようにＩＣチップ５の信号入出力電極５ａ、５ｂを金属膜層１４に電気的に接続し
て搭載する。
　一方、図２７の（ｂ）および図２８の（ａ）に示すように、第２ディスク３２Ｄは、第
１ディスク３１Ｄの金属膜層１４に搭載されたＩＣチップ５に対応する位置において、第
２樹脂基板３２ａにＩＣチップ５を収納できる大きさの凹部３３Ｄを有するとともに、第
２樹脂基板３２ａ表面の金属膜層１４を成膜する際に中心孔２の中心から情報記録領域Ｒ
４の内径までの径方向領域を非成膜部１６で構成された中心非成膜領域Ｒ５とする。この
ように構成された第１ディスク３１Ｄと第２ディスク３２Ｄを貼り合わせると、図２８の
（ｃ）に示すように、ＩＣチップ５が搭載されて、環状スロット６Ｂの径方向内外方の両
側の第１アンテナ部１３の金属膜層１４と、第２アンテナ部１５Ａの金属膜層１４とをス
ロットアンテナとして機能させることができる。
【００７７】
　逆に、第２ディスク３２Ｄ側の下面に情報非記録領域Ｒ２を形成し、その情報記録領域
Ｒ４との境界近傍に環状スロット６Ｂを設け、ＩＣチップ５を搭載し、第１ディスク３１
Ｄの対応する位置に凹部３３Ｄと中心非成膜領域Ｒ５を設けても、ＩＣチップ５が搭載さ
れて、環状スロット６Ｂの径方向内外方の両側の第１アンテナ部１３の金属膜層１４と、
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第２アンテナ部１５Ａの金属膜層１４とをスロットアンテナとして機能させることができ
る。
【００７８】
《第６の実施形態の変形例》
　本実施形態の第１の変形例として、第１ディスク３１Ｄ（または第２ディスク３２Ｄ）
に情報非記録領域Ｒ２の金属膜層１４の表面に小型インレット１１Ａを貼り付けて第５の
実施形態の第１の変形例と同様の構成とすることができる。
　例えば、小型インレット１１Ａを用いる場合は、小型アンテナ２３Ａのスリット２３ａ
が環状スロット６Ｂに位置し、小型アンテナ２３Ａの両方の端部２３ｂを環状スロット６
Ｂの径方向内外方両側の金属膜層１４にそれぞれ貼り付ける。そして、小型アンテナ２３
Ａの端部２３ｂと金属膜層１４とをベースフィルム２１を介して電気容量結合で接続させ
る。さらに、第２ディスク３２Ｄ（または第１ディスク３１Ｄ）の対応する位置に小型イ
ンレット１１Ａを収納できる大きさの凹部を形成する。そして、第１ディスク３１Ｄと第
２ディスク３２Ｄとを貼り合せる。
【００７９】
　第６の実施形態またはその第１の変形例では、ＩＣチップ５または小型インレット１１
Ａを搭載する両面ＤＶＤ３０Ｄにおいて、第１ディスク３１Ｄと第２ディスク３２Ｄを貼
り合わせるときに、ＩＣチップ５または小型インレット１１Ａを搭載したディスクのＩＣ
チップ５または小型インレット１１Ａを搭載した位置に、他方のディスク側に設けたＩＣ
チップ５または小型インレット１１Ａに対応する凹部を位置合せする必要がある。前記第
５の実施形態で説明した位置合わせ装置５０を用いて、例えば、透過画像を利用して第１
ディスク３１ＤのＩＣチップ５または小型インレット１１Ａの搭載位置と第２ディスク３
２Ｄの凹部３３Ｄの形状位置とを読み出して行う。そして、２枚のディスクの相互位置を
合わせてから第１ディスク３１Ｄと第２ディスク３２Ｄとの貼り合わせを行う。
【００８０】
　これまでの第６の実施形態およびその第１の変形例では、ＩＣチップ５または小型イン
レット１１Ａを２枚のディスクのうち一方のディスクの金属膜層１４上に貼り付ける構成
としたが、第５の実施形態の第２の変形例の場合のように、貼り付けられる側の樹脂基板
に凹部３３Ｃを形成して、他方のディスクは中心非成膜領域Ｒ５を形成して、貼り合わせ
て両面ＤＶＤとしても良い。
　なお、ＤＶＤの第１樹脂基板と第２樹脂基板を貼り合わせるときに、例えば、ＣＤにお
ける保護層８として使用される材料が接着剤としても用いるので、図２８（ｃ）における
中心非成膜領域Ｒ５には、接着剤が充填されるので問題はない。
【００８１】
（第６の実施形態およびその変形例の効果）
　以上、第６の実施形態およびその変形例によれば、広い範囲にわたる金属膜層１４をア
ンテナとして利用でき、ＲＦＩＤタグとしてのＩＣチップ５または小型インレット１１Ａ
は、感度の良いアンテナを形成できる。その結果、Ｒ／Ｗに対して広い読み取り／書き込
みエリアを提供できる。
　本実施形態および変形例では、ＲＦＩＤタグがすべてディスクメディア３０Ｄの内部に
埋め込まれているので、平面平滑度合いが良好である。また、ＲＦＩＤタグを成すＩＣチ
ップ５または小型インレット１１Ａの面積が小さいので、ディスクの強度的にも良好であ
る。
【００８２】
　特に、情報非記録領域Ｒ２の情報記録領域Ｒ４との境界近傍、クランピング領域よりも
径方向外方側に環状スロット６Ｂを設けているので、両面ＤＶＤをプレーヤやレコーダの
内部で再生あるいは記録中に通信を行なうことも可能であるし、図１９に示したようなス
トッカ２０に多数の両面ＤＶＤを重ねて格納した状態で、ストッカ２０の上側または下側
にＲ／Ｗを翳して、個々の両面ＤＶＤのＲＦＩＤタグと容易に通信することができる。
【００８３】
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　これまでの両面ＤＶＤ３０Ｄにおいては、小型インレット１１Ａを適用した例で説明し
たが、それに限定されるものではない。小型インレットして前記した小型インレット１１
Ｂやコの字型の小型インレットのいずれも適用できる。
【００８４】
《第５および第６の実施形態の他の変形例》
　また、これまでの片面ＤＶＤ３０Ｂ、３０Ｃおよび両面ＤＶＤ３０Ｄにおいて、小型イ
ンレット１１Ａを肉厚方向の中心部に搭載する構成として説明してきたが、それに限定さ
れるものではない。
　第１ディスクの下面、または第２ディスクの上面、つまり、ディスク表面に、小型イン
レット１１Ａ、１１Ｂを情報非記録領域Ｒ２の情報記録領域Ｒ４との境界近傍に設けた環
状スロット６Ｂに対応させて貼りつけて、その小型アンテナ２３Ａ、２３Ｂの両方の端部
２３ｂを、環状スロット６Ｂの径方向内外方両側の金属膜層１４とそれぞれ静電容量結合
させても、金属膜層１４をスロットアンテナとして機能させることができる。この場合も
、小型アンテナ２３Ａ、２３Ｂのスリット２３ａの部分は、環状スロット６Ｂの位置に対
応させ、環状スロット６Ｂを設けてない側の第１ディスクまたは第２ディスクは、情報記
録領域Ｒ４より内側径方向領域は金属膜層１４が成膜されていない中心非成膜領域Ｒ５と
する。
　このようにディスク表面に小型インレット１１Ａ、１１Ｂを貼り付けると、特に既存の
ＤＶＤに低コストで小型インレットを搭載することができる。
【００８５】
　なお、ディスク表面に小型インレットを貼り付けるときに、図１５の（ａ）に示した第
３の実施形態のように、小型インレット１１ＡとＡｌ箔で構成されたＣ字型の第２アンテ
ナ部１５Ｃを搭載した環状スロットアンテナシール１２を、既に完成した元ディスクに貼
り付けて、図１５の（ｂ）に示すようにディスクメディアを構成しても良い。その場合。
第１ディスク、第２ディスクとも、情報記録領域Ｒ４より内側径方向領域は中心非成膜領
域Ｒ５とする。
【００８６】
《第7の実施形態》
　次に、図２９を参照しながら本発明の第７の実施形態のディスクメディアについて説明
する。
　前記第１の実施形態から第６の実施形態およびその変形例では、金属膜層１４が成膜さ
れた領域Ｒ１の内の、情報非記録領域Ｒ２の情報記録領域Ｒ４の近傍に、環状スロット６
Ａ、６Ｂを設けるとしたが、本実施形態のディスクメディア１Ｎでは、完全な環状ではな
いスロット６Ｃが用いられる点が、異なる。
　第１の実施形態を基本にとって、本実施形態を以下に説明する。図２９はＣＤであるデ
ィスクメディア１Ｎの上面図である。第１の実施形態と同じ構成については、同一符号を
付し、重複する説明を省略する。
【００８７】
　本実施形態では、スロット６Ｃが完全な環状ではなく、スロット６Ｃより径方向外方側
の第１アンテナ部１３と、径方向内方側の環状の第２アンテナ部１５Ｂが、金属膜層１４
からなる連通部６ｂで、電気的につながって、いる構造である。そして、ＩＣチップ５を
連通部６ｂとの所定の周方向相対位置に、スロット６Ｃの図示しない信号入出力電極５ａ
、５ｂを、径方向内外方の両側に跨るように、第１および第２アンテナ部１３、１５Ｂの
金属膜層１４と電気的に接続する。このようにしても、第１アンテナ部１３および第２ア
ンテナ部１５ＢをＩＣチップ５のスロットアンテナとして機能させることができる。
　なお、スロット６Ｃの周方向長さは、通信波長λと同じ長さであり、前記所定の周方向
相対位置は、ＩＣチップ５とアンテナとのインピーダンスマッチングを取るために、予め
決められた周方向相対位置である。
　また、本実施形態の説明では、完全な環状ではないスロット６Ｃは一つであるとして説
明したが、それに限定されるものではなく、複数設置されていてもよい。
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　本実施形態の説明では、スロット６Ｃの幅Ｌ１は、ＩＣチップ５の信号入出力電極５ａ
、５ｂの間隔で決まる値としたが、それに限定されるものではなく、より広い幅として、
ＩＣチップ５を搭載する部分にだけ狭隘部６ａを設けるようにしても良い。また、本実施
形態は、第１の実施形態に適用する例で説明したが、第１の実施形態の第２の変形例から
第４の変形例、第２から第６の実施形態およびその変形例におけるＩＣチップまたは小型
インレットの搭載方法に対しても適用できる。
【００８８】
　さらに、第１から第６の実施形態またはその変形例を応用すれば、光透過性のある金属
薄膜を中間層として成膜し、この金属薄膜に環状スロットを形成することにより、多層構
造のディスクメディア、例えば次世代のＤＶＤなどにも対応することができる。
【産業上の利用可能性】
【００８９】
　本発明のディスクメディアは、金属膜層をＩＣチップのアンテナとして使用することが
できるので、広い読み取り範囲を確保することが可能となる。したがって、大量のディス
クメディアを重ねて扱う利用分野において、それぞれのディスクメディアの情報を効率的
に管理することができるので、コピー防止を含めたディスクメディアの管理を効果的に行
うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本発明の第１の実施形態のディスクメディアの概略的な構成図であり、（ａ）は
上面図、（ｂ）は（ａ）におけるＡ１部拡大図、（ｃ）は（ａ）におけるＹ１－Ｙ１拡大
断面図である。
【図２】第１の実施形態の第１の変形例のディスクメディアの概略的な構成図であり、（
ａ）は上面図、（ｂ）は（ａ）におけるＡ２部拡大図である。
【図３】（ａ）は、図２の環状スロットと、切り欠き部の概略図であり、（ｂ）は、環状
スロットの幅Ｌ２と通信可能距離の相関図であり、（ｃ）は、切り欠き部の幅Ｗ１と通信
可能距離の相関図である。
【図４】第１の実施形態の第２の変形例のディスクメディアの概略的な構成図であり、（
ａ）は上面斜視図、（ｂ）は凹部拡大斜視図、（ｃ）は（ａ）におけるＹ２－Ｙ２拡大断
面図である。
【図５】第１の実施形態の第３の変形例のディスクメディアの概略的な構成図であり、（
ａ）は図４の（ａ）におけるＹ２－Ｙ２拡大断面図に対応する第３の変形例の拡大断面図
である。
【図６】異方性のデポジションによって凹部における狭隘部が形成される過程を示す概念
図であり、（ａ）は凹部と溝の拡大斜視図、（ｂ）は（ａ）におけるＸ１－Ｘ１拡大断面
図、（ｃ）は凹部近傍の異方性のデポジションを説明する概念図である。
【図７】第１の実施形態の第４の変形例のディスクメディアの概略的な構成図であり、（
ａ）は図４の（ａ）におけるＹ２－Ｙ２拡大断面図に対応する第４の変形例の拡大断面図
である。
【図８】異方性のデポジションによって凹部における狭隘部が形成される過程を示す概念
図であり、（ａ）は凹部の形状を示す概念図、（ｂ）は凹部近傍の異方性のデポジション
を説明する概念図である。
【図９】第１の実施形態のその他の変形例のディスクメディアの上面図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態のディスクメディアの概略的な構成図であり、（ａ）
は上面図、（ｂ）は（ａ）におけるＢ１部拡大図、（ｃ）は小型インレットのＩＣチップ
の信号入出力電極側から見た平面図、（ｄ）は小型インレットの小型アンテナの形状を示
す平面図である。
【図１１】（ｅ）は図１０の（ａ）におけるＹ３－Ｙ３拡大断面図、（ｆ）は小型インレ
ットの等価回路図である。
【図１２】第２の実施形態における形状の異なる小型インレットを適用したディスクメデ
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ィアの概略的な構成図であり、（ａ）は上面図、（ｂ）は（ａ）におけるＢ２部拡大図で
ある。
【図１３】第２の実施形態の変形例におけるディスクメディアの概略的な構成図であり、
（ａ）は上面斜視図である。
【図１４】（ｂ）は図１３の（ａ）におけるＢ３部の凹部の拡大図、（ｃ）は図１３の（
ａ）におけるＹ４－Ｙ４拡大断面図である。
【図１５】環状スロットアンテナシールを貼り付けたディスクメディアを示す構成図であ
り、（ａ）は環状スロットアンテナシールを元ディスクに貼り付ける前の状態を説明する
図であり、（ｂ）は環状スロットアンテナシールを貼り付けた後のディスクメディア概略
的な構成を示す上面図である。
【図１６】（ａ）は環状スロットアンテナシールを示す平面図であり、（ｂ）は（ａ）に
おけるＹ５－Ｙ５拡大断面図である。
【図１７】本発明第４の実施形態のディスクメディアの概略的な構成図であり、（ａ）は
上面図、（ｂ）はアンテナ実装型のＩＣチップの構造を示す斜視図、（ｃ）および（ｄ）
は（ａ）におけるＢ４部拡大図である。
【図１８】図１７の（ａ）におけるＹ６－Ｙ６拡大断面図であり、（ｅ）は樹脂基板上に
そのままアンテナ実装型のＩＣチップを搭載した場合の拡大断面図、（ｆ）は樹脂基板に
凹部を設けて凹部の底面にアンテナ実装型のＩＣチップを搭載した場合の拡大断面図であ
る。
【図１９】ディスクメディアを多数枚重ねてストッカに格納した場合の、リーダライタに
よる通信を説明する概念図である。
【図２０】本発明の第５の実施形態の片面ＤＶＤにＩＣチップを搭載する場合の構成図で
あり、（ａ）は片面ＤＶＤの断面図、（ｂ）は第１ディスクの上面図、（ｃ）は第２ディ
スクの下面図である。
【図２１】第５の実施形態のＩＣチップを搭載する部分の断面図であり、（ａ）図２０の
（ｃ）における第２ディスクのＹ８－Ｙ８拡大断面図、（ｂ）は図２０の（ｂ）における
第１ディスクのＹ７－Ｙ７拡大断面図、（ｃ）は貼り合わせた後の断面図である。
【図２２】本発明のＤＶＤにおいて２枚のディスクの位置合せを行う位置合わせ装置の概
念図である。
【図２３】図２１の位置合わせ装置によって行われる２枚のディスクを貼り合わせる工程
を示すフローチャートである。
【図２４】第５の実施形態の第１の変形例における片面ＤＶＤに小型インレットを搭載す
る場合の構成図であり、（ａ）は第１ディスクの上面図、（ｂ）は第２ディスクの下面図
である。
【図２５】図２４におけるＹ９－Ｙ９拡大断面図、Ｙ１０－Ｙ１０拡大断面図、およびそ
の貼り合わせ後の断面図である。
【図２６】第５の実施形態の第２の変形例における片面ＤＶＤに小型インレットを搭載す
る場合の断面図である。
【図２７】第６の実施形態の両面ＤＶＤの構成図であり、（ａ）は第１ディスクの上面図
、(ｂ)は第２ディスクの下面図である。
【図２８】第６の実施形態の両面ＤＶＤにＩＣチップを搭載する場合の断面図であり、（
ａ）は貼り合わせる前の第２ディスクのＹ１２－Ｙ１２拡大断面図、（ｂ）は貼り合わせ
る前の第１ディスクのＹ１１－Ｙ１１拡大断面図、（ｃ）は貼り合せ後の断面図である。
【図２９】本発明の第７の実施形態のディスクメディアの概略的な構成図を示す上面図で
ある。
【符号の説明】
【００９１】
　１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、１Ｄ、１Ｅ、１Ｆ、１Ｇ、１Ｈ、１Ｋ、１Ｌ、１Ｍ、１Ｎ　ディス
クメディア
　１Ｌａ　元ディスク
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　２　　　中心孔
　３　　　情報非記録領域
　４　　　情報記録領域
　５、５Ａ、５Ｂ　　　ＩＣチップ
　５ａ、５ｂ　信号入出力電極（端子）
　５ｃ　　実装アンテナ
　６Ａ、６Ｂ　環状スロット（非成膜領域）
　６ａ　　狭隘部
　７　　　樹脂基板
　８　　　保護層
　９　　　異方性導電膜
　１０　　金属箔
　１１Ａ、１１Ｂ　小型インレット
　１２　　環状スロットアンテナシール（シール）
　１３　　第１アンテナ部（金属膜領域）
　１４　　金属膜層
　１５Ａ、１５Ｂ　第２アンテナ部（金属膜領域）
　１５Ｃ　第２アンテナ部（アンテナ）
　１５ａ　切り欠き部
　１６　　非成膜部
　１７Ａ、１７Ｂ、１７Ｃ、１７Ｄ　凹部
　１８　　溝
　２１　　ベースフィルム
　２３Ａ、２３Ｂ　小型アンテナ
　２３ａ　スリット
　２３ｂ　端部
　３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ　片面ＤＶＤ（ディスクメディア）
　３０Ｄ　両面ＤＶＤ（ディスクメディア）
　３１Ａ、３１Ｂ、３１Ｃ、３１Ｄ　第１ディスク
　３１ａ　第１樹脂基板
　３２Ａ、３２Ｂ、３２Ｃ、３２Ｄ　第２ディスク
　３２ａ　第２樹脂基板
　３３Ａ、３３Ｂ、３３Ｃ、３３Ｄ　凹部
　５０　　位置合わせ装置
　５１　　回転機構
　５２　　光源
　５３　　ＣＣＤ
　Ｒ１　　金属膜層が成膜された領域
　Ｒ２　　情報非記録領域
　Ｒ４　　情報記録領域
　Ｒ５　　中心非成膜領域
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】

【図２４】 【図２５】
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【図２６】 【図２７】

【図２８】 【図２９】
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